
☆令和 4 年 1 月 22 日（土）：

   「アートシーン」第 1 回

「ヘラルボニ―」という会社をご存じでしょうか？

障がいのある人のアート作品をいろいろなプロダクトに乗せて発信している会社で、最近各

メディアでも取り上げられています。首都圏各所で出店がされており、名古屋松坂屋でも先月

までポップアップストアが出ていました。

このヘラルボニ―が目指しているのは、独特の「こだわり」からうまれている障がいのある人

の表現を、単なる支援としてではなく純粋なアートとして評価し適切な市場や業界とマッチン

グさせることだといいます。

今年 27 歳になった息子の志士（ゆきひと）は、今年このヘラルボニ―のアーティストとし

て登録させていただき、作品のデザインが採用されることになりました。販売された商品の売

り上げの一部が息子の収入となります。

ヘラルボニ―の商品としてマグボトル、コースター、バックなどが販売されているほか、福島

の酒造メーカーhaccoba とのコラボでボトルデザインに採用されたり、首都圏でのイベントノ

ベルティに採用されたりしています。

息子の「こだわり」は、画用紙に塗ったクレヨンを削って削りカスを粘土のようにこねて塊を

作って遊ぶことです。その副産物としてできた絵には一切興味は無いのですが、その色使いを

評価していただきこのような機会を得ることになりました。

（色合いがウリの作品をこの紙面で見ていただくことは難しいので、ぜひホームページを覗い

てみてください：「HERALBONY」で検索）

志士の「こだわり」である塊作りは小学校 1 年生の時から続けているので、もう 20 年のキ

ャリアになります。本人はもちろん私たちもこの「こだわり」がこのような評価、ましてや収入

につながる日がくるなんて夢にも思っていませんでした。

そしてこのような機会をいただくことがあってもなくても、この「こだわり」は続いてくので

しょう。

ただ、商品を手に取っていただいた方の心を明るくすることができたのだとしたら、それは

とても幸せなことだと感じています。

（文責：伊勢ブロック 岡部）
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（HERALBONY HP より）
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